
平成™™年˜˜月˜˜日 木曜日 第œ›šœ号官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
十
三
号

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
健
康
保
険
組
合
の
設
立

を
認
可
し
た
の
で
、
健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

一

健
康
保
険
組
合
の
名
称

ア
ボ
ッ
ト
健
康
保
険
組
合

二

事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
五
丁
目
二
十
一
番
十
四
号

三

設
立
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

ア
ボ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

東
京
都
港
区

外
二
事
業
所

四

認
可
の
年
月
日

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
五
日

五

普
及
啓
発
の
推
進

本
事
業
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
本

種
と
人
間
活
動
と
の
軋
轢
が
生
じ
て
い
る
状
況
に
か

ん
が
み
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
各
種
事
業
活
動
を

行
う
事
業
者
、
関
係
地
域
の
住
民
、
観
光
客
を
始
め

と
す
る
国
民
等
の
関
係
者
の
理
解
及
び
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
者
に
対
し
、
本
種
の
保

全
の
必
要
性
、
生
息
状
況
等
の
調
査
結
果
等
本
事
業

の
実
施
状
況
等
に
関
す
る
普
及
啓
発
及
び
情
報
発
信

を
進
め
、
本
種
の
保
全
に
対
す
る
配
慮
及
び
協
力
を

働
き
か
け
、
関
係
地
域
の
自
主
的
な
保
全
活
動
の
展

開
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

ま
た
、
本
種
の
研
究
、
調
査
等
を
推
進
し
適
切
な

保
全
を
図
る
た
め
、
専
門
家
の
育
成
に
努
め
る
。

六

効
果
的
な
事
業
の
推
進
の
た
め
の
連
携
の
確
保

本
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
国
、
関
係
地
方

公
共
団
体
、
本
種
の
生
態
等
に
関
す
る
専
門
的
知
識

を
有
す
る
者
、
本
種
の
保
全
活
動
に
参
画
す
る
保
護

活
動
団
体
、
関
係
地
域
の
住
民
等
の
関
係
者
間
の
連

携
を
図
り
、
効
果
的
に
事
業
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
努

め
る
。

三

農
業
等
人
間
活
動
と
の
両
立

現
在
、
本
種
に
よ
る
農
作
物
被
害
（
家
庭
菜
園
等

で
栽
培
さ
れ
る
作
物
の
被
害
を
含
む
。）が
発
生
し
て

い
る
こ
と
、
そ
の
一
方
で
農
作
物
被
害
防
除
の
た
め

の
防
鳥
ネ
ッ
ト
等
の
網
に
本
種
が
絡
ま
る
事
故
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
人
の
立
入
り
に
よ
る

生
息
地
の
攪
乱
が
懸
念
さ
れ
る
等
、
本
種
の
生
息
は

人
間
活
動
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
農
作
物
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め
、

安
全
か
つ
効
率
的
な
被
害
防
除
方
法
の
研
究
開
発
を

行
い
、
そ
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
事
故
の
早
期

発
見
体
制
を
構
築
す
る
。
ま
た
、
網
を
設
置
す
る
場

合
に
は
、
事
故
が
生
じ
な
い
構
造
と
す
る
等
配
慮
が

な
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

さ
ら
に
、
観
察
、
写
真
撮
影
等
を
目
的
と
し
た
重

要
な
生
息
地
へ
の
立
入
り
等
、
観
光
利
用
の
実
態
把

握
に
努
め
、
持
続
的
な
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

た
め
の
利
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
適

正
な
観
光
利
用
の
推
進
に
努
め
る
。

四

傷
病
個
体
の
救
護
等

防
鳥
ネ
ッ
ト
等
の
網
に
絡
ま
る
事
故
等
に
よ
る
本

種
の
傷
病
個
体
の
発
生
時
に
お
け
る
救
護
、
収
容
体

制
等
を
関
係
者
間
で
構
築
す
る
。

ま
た
、
本
種
の
保
全
に
資
す
る
よ
う
、
野
生
復
帰

が
可
能
と
判
断
さ
れ
た
保
護
個
体
に
つ
い
て
は
野
外

へ
帰
す
も
の
と
し
、
野
生
復
帰
が
困
難
と
判
断
さ
れ

た
保
護
個
体
に
つ
い
て
は
生
物
学
的
特
性
の
把
握
、

飼
育
技
術
の
確
立
、
普
及
啓
発
等
に
活
用
す
る
と
と

も
に
、
死
亡
個
体
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
死
亡
要

因
の
究
明
を
行
い
、
個
体
の
保
管
体
制
及
び
活
用
方

法
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
十
四
号

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る

健
康
保
険
組
合
の
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
事
務
所
の
所
在
地
を
同
表
の
第
五
欄
に
掲
げ
る
日
を
も
っ
て
同
表
の
第
四

欄
に
掲
げ
る
所
在
地
に
変
更
す
る
こ
と
に
係
る
規
約
の
変
更
の
届
出
を
受
理
し
た
の
で
、
健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正

十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
三
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

健
康
保
険
組
合
名

事
務
所
区
分

変
更
前
の
所
在
地

変
更
後
の
所
在
地

変
更
年
月
日

東
海
マ
ツ
ダ
販
売

健
康
保
険
組
合

主
た
る
事
務
所

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
上
前

津
二
丁
目
三
番
三
号

愛
知
県
名
古
屋
市
瑞
穂
区
二

野
町
三
番
十
八
号

平
成
二
十
二
年

九
月
一
日

新
日
本
有
限
責
任

監
査
法
人
健
康
保

険
組
合

主
た
る
事
務
所

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁

目
十
九
番
十
九
号

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二

丁
目
二
番
三
号

平
成
二
十
二
年

九
月
二
十
三
日

川
口
工
業
健
康
保

険
組
合

主
た
る
事
務
所

埼
玉
県
川
口
市
青
木
一
丁
目

十
八
番
十
五
号

埼
玉
県
川
口
市
本
町
三
丁
目

二
番
二
十
二
号

平
成
二
十
二
年

九
月
二
十
七
日

読
売
健
康
保
険
組

合

主
た
る
事
務
所

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一

丁
目
七
番
一
号

東
京
都
中
央
区
銀
座
六
丁
目

十
七
番
一
号

平
成
二
十
二
年

十
月
一
日

鈴
屋
健
康
保
険
組

合

主
た
る
事
務
所

東
京
都
港
区
南
青
山
二
丁
目

二
十
四
番
十
五
号

東
京
都
港
区
赤
坂
九
丁
目
六

番
三
十
号

平
成
二
十
二
年

十
月
十
二
日

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
八
百
七
十
七
号

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
十
七
条

の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
団
法
人
北
農
会
が
認
定
に
関
す
る
業
務
を
行
う
事
業
所
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
二

年
十
月
四
日
を
も
っ
て
そ
の
所
在
地
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き

公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

変
更
前
の
事
業
所
の
所
在
地

変
更
後
の
事
業
所
の
所
在
地

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
二
丁
目

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
一
丁
目
十
番
地
ピ
ア

二
・
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
栃

木
県
庁
及
び
茂
木
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
八
百
七
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
芳
賀
郡
茂
木
町
大
字

小
貫
字
仏
山
一
六
、
三
五
九
九
の
一
、三
五
九
九
の
二
、

三
六
〇
〇
、
三
六
〇
四
の
一
、
三
六
〇
五
、
三
六
〇
七

の
三
、
三
六
〇
七
の
四
、
字
ス
ゲ
沢
七
〇
、三
六
〇
八
、

三
六
〇
九
、
字
中
山
八
一
の
一
か
ら
八
一
の
六
ま
で
、

一
〇
〇
の
一
、
一
〇
〇
の
四
、
一
〇
〇
の
五
、
二
二
一

七
、
二
二
二
二
、
二
二
三
〇
、
字
長
坂
一
一
二
、
一
一

三
、
字
狐
塚
一
五
七
、
一
五
八
、
一
六
七
、
一
六
八
、

一
七
〇
、
三
一
六
、
三
一
七
、
三
一
九
、三
三
七
の
一
、

三
三
八
、
三
三
九
、
三
四
〇
の
一
、字
大
木
`
二
五
五
、

字
地
切
三
四
三
の
一
、
三
四
三
の
三
、
三
七
〇
の
二
、

三
八
一
、
三
八
三
の
二
、
三
八
五
、
三
九
二
か
ら
三
九

五
ま
で
、
字
丸
山
三
四
九
、
三
八
四
の
三
、
字
笹
子
三

五
〇
、
三
五
六
、
三
五
九
か
ら
三
六
四
ま
で
、
三
六
五

の
一
、
三
六
五
の
二
、
三
六
六
か
ら
三
七
〇
ま
で
、
三

七
二
、
字
明
神
山
二
二
二
四
、
字
保
沢
二
二
二
五
、
二

二
二
七
の
二
、
二
二
二
八
、
二
二
二
九
の
一
、
字
仏
沢

二
二
四
八
、
字
吹
田
谷
二
二
六
二
、
二
二
八
二
、
三
六

一
〇
の
一
、
三
六
一
〇
の
二
、
三
六
一
〇
の
四
、
三
六

一
〇
の
六
か
ら
三
六
一
〇
の
九
ま
で
、
三
六
一
〇
の
二

三
、
三
六
一
〇
の
二
四
、
三
六
一
〇
の
三
一
、
三
六
一

〇
の
三
二
、
三
六
一
〇
の
三
七
か
ら
三
六
一
〇
の
三
九

ま
で
、
三
六
一
〇
の
四
一
、
三
六
一
〇
の
四
二
、
三
六

一
〇
の
四
四
、
字
小
麦
畑
二
二
九
五
か
ら
二
二
九
八
ま

で
、
三
六
一
五
、
字
仏
頂
山
三
五
九
〇
の
四
か
ら
三
五

九
〇
の
八
ま
で
、
三
五
九
〇
の
一
六
、
三
五
九
〇
の
一

八
、
三
五
九
〇
の
一
九
、
字
大
久
保
三
五
九
三
の
一
、

三
五
九
三
の
七
か
ら
三
五
九
三
の
一
〇
ま
で
、
三
五
九

三
の
一
二
、
三
五
九
五
、
三
五
九
六
、
字
夫
婦
塚
三
六

一
三
の
一
、
三
六
一
四

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
八
百
七
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

福
岡
県
八
女
市
黒
木
町
大
淵

字
石
コ
ロ
バ
シ
六
一
七
三
の
一
、
六
一
七
三
の
二
、
六

一
七
六
の
一
九
、
字
花
峯
六
五
一
一
、
六
五
一
三
、
字

加
茂
志
七
五
一
四
の
二

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

岡
県
庁
及
び
八
女
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）
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